
第６７回

香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会

プログラム

日時 ２０２３年１０月２８日～１０月３０日

会場 千葉大学

主催：香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会 

共催：日本化学会・日本薬学会・日本生薬学会 

協賛：日本油化学会・有機合成化学協会 

後援：日本農芸化学会・千葉大学ソフト分子活性化研究センター・

千葉ヨウ素資源イノベーションセンター・ 

千葉大学キラリティーネットワーク研究会・ 

ちば国際コンベンションビューロー 



 v 

第第１１日日（（10月月28日日）） 

S会場 特別講演，依頼講演

I会場 精油化学

II会場 テルペン化学

III会場 香料・テルペンに関わる生物・生体関連化学

IV会場 香料科学，精油化学

＊プログラム編成上，一部他の分野が組み込まれています。

第第２２日日（（10月月29日日）） 

S会場 特別講演，依頼講演

I会場 精油化学

II会場 テルペン化学, 香料科学

III会場 香料・テルペンに関わる生物・生体関連化学

IV会場 香料・テルペンに関わる生物・生体関連化学

＊プログラム編成上，一部他の分野が組み込まれています。

第第３３日日（（10月月30日日）） 

エキスカーション

三井ガーデンホテル千葉集合（9：00）→ 成田山新勝寺（10：15〜11：45）→

境内（昼食）（11：50〜13：00）→ 佐倉草ぶえの丘（バラ園見学）（13：30〜14

：30）→ 飯沼本家（酒蔵見学/試飲）（15：00〜16：00）→  JR千葉駅解散（16

：40ごろ）

̽�̽
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第第67回回TEAC討討論論会会  講講演演時時間間帯帯・・座座長長一一覧覧表表  第第1日日目目  10月月28日日（（土土）） 

 
Ⅰ会場 Ⅱ会場 Ⅲ会場 Ⅳ会場 Ⅰ会場 Ⅱ会場 Ⅲ会場 Ⅳ会場

藏屋英介 北條　信 光永　徹 堀内政宏

（沖縄高専） （山口東理大） （岐阜大） （髙田香料(株)）

宮里博成 奥野祥治 濵田季之 渡辺　智

（長岡香料(株)） （和歌山高専） （鹿児島大） （東京農大）

大久保直美 森本正則 澤邊昭義 川崎正志

（農研機構） （近畿大） （近畿大） （富山県大）

村上裕介 西川慶祐 佐藤　努 江村　誠

（三栄源F・F・I(株)） （大阪公大） （新潟大） （高砂香料(株)）

役　員　会 役　員　会

休　 　憩　（10分） 休　 　憩　（10分）

特別講演-1

（60分）
特別講演はS会場で行います。

鈴木敏夫

（新潟大）
特別講演はS会場で行います。

菊﨑泰枝

（奈良女子大）
依頼講演はS会場で行います。

休　 　憩　（20分） 休　 　憩　（20分）

1PI-1

（K20230076）

1PII-1

（K20230072）

1PIII-1

（K20230051）

1PIV-1

（K20230046）

依頼講演-2

（30分）
依頼講演はS会場で行います。

1PIV-2

（K20230067）

1PI-5

（K20230049）

1PII-5

（K20230043）

1PIII-5

（K20230087）

1PIV-5

（K20230061）

1PI-6

（K20230052）

1PII-6

（K20230048）

1PIII-6

（K20230053）

1PIV-6

（K20230015）

休　 　憩　（25分）

1PI-3

（K20230074）

1PII-3

（K20230042）

1PIII-3

（K20230039）

1PIV-3

（K20230026）

1PI-4

（K20230082）

1PII-4

（K20230058）

1PIII-4

（K20230050）

1PIV-4

（K20230029）

1PI-2

（K20230075）

1PII-2

（K20230088）

1PIII-2

（K20230062）

休　 　憩　（25分）

依頼講演-1

(30分）
依頼講演はS会場で行います。

休　 　憩　（昼食，80分） 休　 　憩　（昼食，80分）

間瀬暢之

（静岡大）
依頼講演はS会場で行います。

1ＡI-1

（K20230031）

1ＡII-1

（K20230004）

1ＡIII-1

（K20230003）

1ＡIV-1

（K20230038）

1ＡI-5

（K20230084）

1ＡII-5

（K20230014）

1ＡIII-5

（K20230059）

1ＡIV-5

（K20230090）

1ＡIV-3

（K20230055）

1ＡI-4

（K20230033）

1ＡII-4

（K20230040）

1ＡIII-4

（K20230054）

1ＡIV-4

（K20230089）

1ＡI-2

（K20230044）

1ＡII-2

（K20230007）

1ＡIII-2

（K20230005）

1ＡIV-2

（K20230032）

1ＡI-3

（K20230041）

1ＡII-3

（K20230071）

1ＡIII-3

（K20230085）

講演時間帯 座長

例：1ＡI-1←講演番号

（K20230001）←演題申込受付番号

10:45

11:40

12:10

13:30

13:45

14:00

14:45

15:50

16:00

17:00

18:00

11:00

15:00

10:30

10:15

10:00

11:15

13:4514:15

14:30

11:15

15:00

15:20

̽�̽
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第第67回回TEAC討討論論会会  講講演演時時間間帯帯・・座座長長一一覧覧表表  第第2日日目目  10月月2 日日（（日日）） 

Ⅰ会場 Ⅱ会場 Ⅲ会場 Ⅳ会場 Ⅰ会場 Ⅱ会場 Ⅲ会場 Ⅳ会場

臼杵豊展 星野雄二郎 鎌田　昂 佐藤　玄

（上智大） （横浜国大） （静岡理工大） （山梨大）

八百板康範 小林正治 石井貴広 小田　忍

（東北医薬大） （大阪工大） （琉球大） （金沢工大)

赤壁善彦 本多貴之 清水文一 朝井　計

（山口大） （明治大） （東洋大） （東京農大）

中西　啓 丸本真輔 霜鳥慈岳 森山克彦

（長谷川香料(株)） （近畿大） （北見工大） （千葉大）

2PII-3

（K20230068）

2PIII-3

（K20230016）

2PIV-3

（K20230073）

2PII-2

（K20230066）

依頼講演はS会場で行います。

懇　親　会 懇　親　会

特別講演-2

（60分）
特別講演はS会場で行います。

休　 　憩　（10分） 休　 　憩　（10分）

特別講演-3

（60分）
特別講演はS会場で行います。

三野　孝

（千葉大）
特別講演はS会場で行います。

大崎愛弓

（日本大）
特別講演はS会場で行います。

休　 　憩　（25分）

2PI-1

（K20230022）

藤田智之

（信州大）
依頼講演はS会場で行います。

休　 　憩　（昼食，80分）

2PIV-1

（K20230036）

2PIII-1

（K20230008）

依頼講演-3

(30分）

2PII-1

（K20230025）

休　 　憩　（昼食，80分）

2PI-6

（K20230091）

2PI-2

（K20230063）

2PI-5

（K20230086）

2PIV-5

（K20230079）

2PII-5

（K20230027）

2PI-4

（K20230057）

2PII-4

（K20230070）

2PIV-2

（K20230047）

2PIII-2

（K20230009）

2PIII-6

（K20230092）

2PIII-5

（K20230020）

2PIII-4

（K20230077）

2PIV-4

（K20230078）

2PI-3

（K20230002）

2AII-4

（K20230081）

2AII-5

（K20230069）

2ＡIII-5

（K20230080）

2ＡIV-5

（K20230028）

2ＡIII-1

（K20230006）

2ＡIV-1

（K20230064）

2AII-3

（K20230017）

講演時間帯 座長

例：1ＡI-1←講演番号

（K20230001）←演題申込受付番号

休　 　憩　（20分） 休　 　憩　（20分）

2ＡI-1

（K20230018）

2ＡI-3

（K20230083）

2ＡI-2

（K20230019）

2ＡI-4

（K20230021）

2ＡI-5

（K20230024）

休　 　憩　（25分）

2ＡIV-3

（K20230056）

2AIV-2

（K20230037）

2ＡIII-4

（K20230001）

2ＡIV-4

（K20230060）

2ＡIII-2

（K20230023）

2ＡIII-3

（K20230030）

2ＡII-2

（K20230045）

2AII-1

（K20230035）

10:15

11:00

11:40

13:00

13:15

13:30

14:15

15:50

16:00

17:00

18:00

10:30

14:30

10:00

9:45

9:30

10:45

13:3013:45

14:00

14:30

14:50

14:3010:45

11:10

̽�̽
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［［特特  別別  講講  演演］］ 

 

S会会場場（（教教育育学学部部大大講講義義室室）） 
 

第第1日日目目（（10月月28日日））16時時00分分 かからら            座長：鈴木 敏夫 （新潟大学） 

特特別別–1 S-1 

新しいカゴ型骨格構築法に基づく天然物合成 

Natural Product Synthesis Based on New Methods for Constructing Caged Skeletons 

谷野 圭持 （北海道大学） 

 

第第2日日目目（（10月月29日日））14時時50分分 かからら      座長：大崎 愛弓 （日本大学） 

特特別別–2 S-5 

みどりの香りが教えてくれたこと 

What Green Leaf Volatiles Taught Us 

松井 健二 （山口大学） 

 

第第2日日目目（（10月月29日日））16時時00分分 かからら            座長：三野 孝 （千葉大学） 

特特別別–3 S-9 

八犬伝と八犬士 

The Story of Hakkenden and the Eight Dog Warriors 

山村 恭子 （館山市立博物館） 

－ 8 －



 

［［     講講  演演］］

S会会場場（（教教育育学学部部大大講講義義室室）） 

第第1日日目目（（10月月28日日））11時時40分分 かからら 座長：  （ 大学）

–1 -1

天然物の 合成

Synthetic Studies of Polycyclic Natural Products 

  （ 大学）

第第1日日目目（（10月月28日日））15時時20分分 かからら 座長：  （ 子大学）

–2 -

海 の の構

Structural nalysis of Cell Wall Polysaccharide fro  Brown lga ad n

ka an  

 子 （ 大学）

第第2日日目目（（10月月29日日））11時時10分分 かからら 座長：  （ 大学）

–3 -

（ ）香 成 の

Studies on la or Science of Tea and Coffee Drinks 

 子 （ 香 ）

－ 9 －



 
 
 

第第1日日目目（（10月月28日日）） 

 

ⅠⅠ会会場場（（工工学学系系総総合合研研究究棟棟2 ココンンフファァレレンンススルルーームム）） ［［精精油油化化学学］］ 

 

（（10時時00分分 かからら）） 座長：藏屋英介（沖縄高専）・宮里博成（長岡香料（株）） 

 
11AAⅠⅠ--11 バラの花の香りに含まれるカメムシフェロモン様物質 1 

（農研機構野花研 1, 千葉中央博 2）〇大久保直美 1, 御巫由紀 2  

 
11AAⅠⅠ--22 イチゴ香気の品種間特性 4 

（三栄源エフ・エフ・アイ（株））〇加藤美佳, 湊康平, 服部雄飛  

 
11AAⅠⅠ--33 ビターオレンジ （Citrus aurantium）フラワー精油の重要香気成分に関する研究 7 

（長谷川香料（株））〇勝又章椰, 加藤敦子, 山際浩輝, 早川きり, 田中尚子,  

石崎享  

 
11AAⅠⅠ--44 柑橘系果皮に含まれる PMF の蛍光特性と細胞への応用 11 

（日本大院総合基 1, 大阪医薬大薬 2, 東京医歯大生材研 3）〇大崎愛弓 1,  

園畑みずき 1, 安原徳子 1, 柴崎紀子 1, 平野智也 2, 影近弘之 3  

 
11AAⅠⅠ--55 深共晶溶媒を用いたワインパミス中の有機カルボン酸の抽出研究 14 

（上智大理工 1, 恵比須化学 2）〇田中江里 1, 浦川雅満 2, 臼杵豊展 1  
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（（1 時時 0分分 かからら））座長： （ ）・ 介（ （株）） 
 
11 ⅠⅠ--11 フ ン ー ン を用いたフ ン ーライム（Citrus austra asi a）の香気特性の

 1  

（ F （株）1, 2）〇 山 子 1, 2  

 
11 ⅠⅠ--22 に生 する （ inia rum t）の香気特性の  1 

（ 1, F （株）2）〇 1, 山 子 2  

11 ⅠⅠ--33 中の  の同定 4 

（山口大院創成科）〇江副史朗, 上田健司, 赤壁善彦  

 
11 ⅠⅠ--44 芳香化合物の形成における加熱処理の影響 6 

（山口大院創成科 1, 山口大院農 2, 山口大農 3）〇浦手秋穂 1, 上川智弘 2,  

川崎佳朗 3, 赤壁善彦 1  

 
11 ⅠⅠ--55 ビールの香気成分に関する研究  

（長岡香料（株）・ 開研）〇 貴紀, 宮里博成, 林收一, 橋本清二  

 

11 ⅠⅠ--  アテモヤ（ nn na at m a）の精油成分と香気特性 3  

（和歌山 ）〇夏見宙茉, 楠部千帆, 奥野祥治  
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第第1日日目目（（10月月28日日）） 

 

会会場場（（工工学学 1 棟棟110 ）） ［［ ルル ンン化化学学］］ 

 

（（10時時00分分 かからら）） 座長：  （ ）・ （ 高専） 

 

11AA --11  の大 構 のた の合成研究 3  

（東京薬大生 科学）〇 藤 香, 中 大, 川本 一 , 林豊 , 藤久央  

 
11AA --22 三 性 ス テル イ   の合成研究 3  

（東京薬大生 科学）〇 理 , 田 平, 林豊 , 川本 一 , 藤久央  

 
11AA --33 酸 ム 和物を用いたテル ン のア ル の 化 応 4  

（ 岡理工大理工）〇 , , 田中 , 川合 , 本夏 ,  

原 之  

 
11AA --44 媒と分子 性を 用 た の形 合成 46 

（千葉大院薬 1,  2）〇 田 朗 1, 橋本佳 1, 本間 花 1, 

  2,   2, 原田 1, 本 1  

 
11AA --55 ア ンタン を 光学 性アミ 酸の合成 4  

（千葉大理 1, 千葉大院理 2）〇 1, 関 美子 2, 安江里 2, 田和弘 2  

 

 

  

－ 12 －
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（（1 時時 0分分 かからら）） 座長： （ ）・ （ ） 

 
11 --11 光を 用 た スルフ ルメチル フェ ールとスチレン の ア ール

フラバン 合成  

（ 大院 1, 岡山大基 研 2）〇野原 1,田中健 2, 野雄二 1  

 
11 --22 応系 の , 和カルボン酸エステルの 二 化

と の応用 6 

（ 山口東理大工）〇 , 江 , 橋本   

 
11 --33 橋 酸基を有する三 性 ルボル ン の   

（ 大院総化 1, 大院薬 2, 大院理 3）〇 谷 浩 1, 智成 1,  

加藤 1, 和 2, 谷野 3 

 
11 --44 ラジカル 化 応を 用 た ロバン の合成研究 6  

（ 大院総化 1, 大院理 2）〇山 朗 1, 田 1, 2,  

谷野 2  

 
11 --55 チオールを 源と 媒 酸化 用を すロー ージテル ン 6  

（大阪 大院生 ）〇東野 , 田   

 
11 --  お 関 化合物の 合成 6  

（東京農大院生 1,東京農大生 2）中田浩基 1, 本果 2, 藤 2,  

〇 2 
  

－ 13 －
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第第 1日日目目（（10月月 28日日）） 
 

会会場場（（工工学学 1 棟棟11 ）） 

［［ ルル ンン 化化学学］］ 

 

（（10時時00分分 かからら）） 座長：  （ ）・ （ ） 

 

11AA --11 チオール化合物の 要 ジスルフ 合 チオール の お

中における 見 73 

（ 総研）〇 本   

 
11AA --22 ロ シー に含まれる機 性成分の  生成 物質  77 

（近 大院農 1, 近 大農 2, 関西福祉科大健康福祉 3）〇澤邊昭義 1 2, 倉朝 2,  

竹田 嗣 3  

 
11AA --33 アミ ロ ル を経由する 0種 のアミ 酸の生成に関する仮説 0 

（ 教大理）〇黒田智   

 
11AA --44 構造 性相関 に る モロコシ実生の防御関 遺伝子 現を するみどり

の香り受容メカ ムの検討 4 

（山口大院創成科 1, 慈恵大医 2）〇鷹取雄 1, 田中康大 1, 藤田賢也 1,  

達みのり 1, 渡辺文 2, 松井健二 1 

 
11AA --55 ャピラ ・フロー・テ ロジー  F   F を用いた  

飲料サン ル中の香気成分   

（アジレン ・テ ロジー（株））〇姉川彩, 大塚剛史, 中 貞夫  

 
 
 
  

－ 14 －
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（（1 時時 0分分 かからら）） 座長： （ ）・  （ ） 

 
11 --11 ー ーバジル（ imum t nui rum）由 の  メイン ロテアー

性物質の ・構造 定  

（ 大理 1, 大 レ ロ イルス研 2, 大 研 3,  

大院理工 ）〇 日 子 1, 須藤 2, 谷文 3, 1 ,  

岡 浩昭 1 , 田 之 1   

 
11 --22 ジャ メアメフラシ由 の二 物の化学構造と生物 性 6 

（ 大院理工 1, 大院医歯学総合 2, 大 研 3,  

大 レ ロ イルス研 ）〇中 之 1, 松山 1, 有 直 2,  

谷文 3, 須藤 , 1, 岡 浩昭 1, 川 夫 1, 田 之 1  

 
11 --33 ミ タ科 フ コーラル由 の二 物の   

（ 大院農 1, 大農 2, ・ 3）〇長 1, 谷和 2, れ 1,  

和田 弘 1, 美 1,  3, 石井貴 1 2  

 
11 --44 ボ （ i is us ama ）の化学成分と機 性 10  

（和歌山 1, 近 大共同 用 2, 近 大 3）〇奥野祥治 1, 本 2,  

宮澤三雄 3  

 

11 --55 オオ ビラゴ 由 ビ ンジルカン ビ イ の生合成研究 10  

（ 手医大薬 1, 山大薬 , 大阪大谷大薬 3, 徳 文理大薬 ）〇田浦 1,  

日江井花 2, 谷 2, 藤 也 3, , 橋 , 川義   

 
11 --  フラ ン系 物の 合成 10  

（千葉大薬 1, 東京大院薬 2, 千葉大院薬 3）〇 由子 1, 中 也 2, 本 3  

  

－ 15 －



 
 
 

第第1日日目目（（10月月28日日）） 

 

会会場場（（工工学学 1 棟棟112 ）） ［［ 学学］］［［精精油油化化学学］］ 
 

（（10時時00分分 かからら）） 座長： （ 香料（株））・  （ ） 

 

11AA --11 光学 性 ルタラ ン の合成と香気  113 

（ 山 大工 1, 山大院理工 2, 大 香料（株）3）〇川崎 1, 岡田 2,  

田中康雄 3, 豊岡尚 2  

 
11AA --22 香 成分アン レインの香気成分への に関する  116 

（ 大院 1, 大阪 大院理 2）〇 1, 野 1, 三 康 1,  

品田 2, 上田大 1, 藤 1  

 
11AA --33 晶ス ンジ に る ラル 香料化合物の の  11  

（ 香料工 （株））〇 和, 口和彦, 谷 , 理, 口善博  

 
11AA --44 和 物 三 rt ia r sant a の花の精油成分 1  

（ 大 1, 近 大 2, 福井 大生物 源 3, 近 大共同 用 ,  

和歌山 生物応用化 ）〇宮澤三雄 1 2, 橋 和 3, 本 , 奥野祥治   

 
11AA --55 中 川  i u aria ir aur a お   an n nsis の成分研究 1  

（長崎大院医歯薬 1, 徳 文理大薬 2, 教大理 3, 物研 ）〇 1,  

藤義紀 1, 松 1, 岡本 子 2, 花井 3, 田中 1, 黒田智 3,   

 
 

  

－ 16 －



 
 
 

（（1 時時 0分分 かからら）） 座長： （ ）・  （高 香料（株）） 

 
11 --11 オライ の特性 香気化合物の と安定性に す影響の検討 1  

（ 大 1, 総研 2, 中 学園大 3）〇松 香 1, 之 2, 上 3  

 

11 --22 の香気成分 13  

（ 田香料（株） 開 部）〇 田 平, 松久美,    

 
11 --33 ルロース フ イバーに る松 成分の 溶性・ 性 御検討 13  

（京 大院農 1, 川化学工 （株）2）〇有 1 2, 本 1, 野 1 

 
11 --44 光学 性 ン オ の合成と香気特性 137 

（ 見工大工 1, 治大理工 2）〇 慈 1, 川 2, 宮 雄 2 

 
11 --55 シア バ テ アを用いた光合成に る , シ オールの生  140 

（東京農大生 ）〇 野美 , , 重成 , 千葉 , 健司, 渡辺智  

 
11 --  を有するシン ムアミ 子を用いたパラジ ム 媒に る ア

ル 応 143 

（千葉大院工 1, 千葉工大創造工 2）〇秋本 椰 1, 三野 1, 谷香帆 1,  
1, 田 1, 義夫 2, 本 1  

  

－ 17 －



 
 
 

第第2日日目目（（10月月2 日日）） 

 

ⅠⅠ会会場場（（工工学学系系総総合合研研究究棟棟2 ココンンフファァレレンンススルルーームム）） ［［精精油油化化学学］］ 

 

（（ 時時 0分分 かからら）） 座長： （ ）・ （ ） 

 
22AAⅠⅠ--11    , ,     

  147 

（徳 文理大生薬研 1, 農 2, 一薬科大薬 3）〇 川義 1, 2,  

長 史 3  

 
22AAⅠⅠ--22    ar antia m r a  1 0 

（M   ）〇  , M  ,    

 
22AAⅠⅠ--33  P         C m n, 

ri anum  nt a  1 3 

（M   ）〇   

 
22AAⅠⅠ--44 M    ar antia m r a        

 F  P  1 6 

（  1,  2,徳 文理大生薬研 3）〇   1,  

F  P  2, M   1, 川義 3  

 
22AAⅠⅠ--55 P     , ,   

 P  1  

（徳 文理大生薬研）〇 川義 , 山本博文, 江 之, , 清田 一  

 

 

  

－ 18 －



 
 

 

（（1 時時 00分分 かからら）） 座長： （ ）・  （長 香料（株）） 

 
22 ⅠⅠ--11 テイステ ン を用いた の香 成分の  16  

（ 田香料（株））〇中 , 西賢造, 田 穂  

 
22 ⅠⅠ--22 カラ （ ari  a m ri）精油に含まれる重要香気成分の  16  

（東京農大院・ 香 ）〇須藤江 , , 田貴生, 野   

22 ⅠⅠ--33 由 ステロールの化学構造の 検討 16  

（東 医薬大薬）〇 康 , 田浩一  

 
22 ⅠⅠ--44 アシタバ（ n i a is i ）の精油成分 17  

（武庫川女大）〇藤田眞一  

 
22 ⅠⅠ--55  に るイン シュ・ ルー ルの花の香気成分の 

同定 17  

（ヴェ・ ン・フ ス香料（株） 1, （株）日本香堂 2）〇田沼健司 1,  

大神田倫之 1, 原 1, 野中実紀 2, 田 2  

 

22 ⅠⅠ--  ロ モチ（  r tun a）の香気成分（ ） 17  

（ 山口東理大薬 1, 和歌山 2, 近 大 3, 大 ） 

〇 見陽 1, 安藤雄飛 1, 奥野祥治 2, 本 3, 雅彦 1, 宮澤三雄 3   

 
  

－ 19 －



 
 

 

第第2日日目目（（10月月2 日日）） 

 

会会場場（（工工学学 1 棟棟110 ）） ［［ ルル ンン化化学学］］［［ 学学］］ 

 

（（ 時時 0分分 かからら）） 座長： （ ）・ （ ） 

 

22AA --11 フ インバ ル有機化学 テル ン 相系 応の 化 1 3 

（ 岡大院総合科学 1, 岡大工 2, 岡大 ーン研 3）〇 井大 1,  

田 2, 藤浩平 1 2 3, 夫 1 2 3, 間 之 1 2 3  

 
22AA --22 ヤーコン由 メラン ライ の 性に関する構造 性相関 1 7 

（近 大農）〇中 , 和久田 生, 本   

 
22AA --33 含 テル イ カ ラ ールの 合成 構造の 定 細胞

性  1 1 

（大阪 大院理 1, 大 2）〇西川 1, 部健 1, 谷 1 2,  

本善 1  

 
22AA --44 ャラ ンの 合成研究 1  

（東京大院農生科）〇 雄 , 川浩 , 倉由   

 
22AA --55 コー ー における香気成分の経 化の  1  

（ 治大院理工 1, 治大理工 , サ コー ー ）〇 子 朗 1, 本 貴之 ,  
3 

 

 

  

－ 20 －



 
 
v 

（（1 時時00分分 かからら）） 座長： （ ）・ （ ） 

 
22 --11 きの に含まれる酸化ステロール の 生合成 合成 01 

（大阪工大院工）〇長安 紀, ル ル  エ , 東 た, 山口 ,  

林 治 

 
22 --22 性 を 善する合成香料 の合成研究 04 

（東京農大応生）〇 原大 , 久保 香, 林 の香, , 松 芳   

 
22 --33 シラカバ 皮抽出成分 ンの 性 ルロース への 定お 特性 

 0  

（京 大院農）〇 里, 上 原浩  

 
22 --44 アレ コライ の 合成 11 

（工学院大 工）〇平 生, 川野 , 史 

 
22 --55  の 合成研究 14 

（千葉大院薬 1, 本大院 2）〇 間大 1, き 2, 輝 1,  

満里子 1, 石川 1  

  

髙

－ 21 －



 
 
v 

第第 2日日目目（（10月月 2 日日）） 
 

会会場場（（工工学学 1 棟棟11 ）） 

［［ ルル ンン 化化学学］］ 

 

（（ 時時 0分分 かからら）） 座長：  （ 岡 ）・ （ ） 

 

22AA --11 由 テル ン合成 の 性質 と ム イ ン  1  

（ 大院 ）〇上田大 , 平井 愛, 川成美, 藤  

 
22AA --22 アン レインと オ ロイ のビタミン 受容 合 の   

（ 大院 1, 山 大工 2, 大歯 3, 大阪 大院理 ） 松田夏 1,  

平井 実 1, 鷹 香 1, 井上 1, 谷 一 1, 達谷 2, 安田佳 2,  

弘 2, 原 3, 品田 , 上田大 1, 〇 藤 1  

 
22AA --33 ン の モエン イ テ 合成 6 

（大阪 大院理 1, 大院理 2, 総研 3, 大院 ）〇品田 1,  

澤 1, 藤 也 1, 福田 1, 中山 1, 保野陽子 2, 久保田智 3,  

谷 一 , 上田大 , 藤   

 
22AA --44 ミ ロ ームを用いた is の  30 

（近 大共同 用 1, 和歌山 2, 近 大 3, 大 ）〇 本 1,  

奥野祥治 2, 宮澤三雄 3   

 
22AA --55 テル ン分子に応 蛍光 化を す シ ロ ス ンの開  3  

（山 大院医工総研）〇 原 夫, 宮山   

 
 
 
  

－ 22 －



 
 
v  

（（1 時時 00分分 かからら）） 座長： （ ）・ （ ） 

 
22 --11 応 の 開 を と た 生 物質の  36 

（ 岡理工大理工 1, 岡 研 2）〇長田大輝 1, 藤光 1, 二 和 2,  

大 2, 橋陽平 1, 田 1  

 
22 --22 日本 メ 由 の 含 ジテル ンの構造とムラサ イ イ 生

性 3  

（ 岡理工大理工 1, 福山大生 工 2, 大院農 3, 岡 研 , 大阪大 研 ,  

千葉中央博 の博物 ）〇深田 1, 山 2, 長 3, 長田大輝 1,  

二 和 , 大 , 本夏 1, 原 之 1, 澤 , 雄 , 石井貴 3, 

田 1  
 
22 --33 サンゴの化学防御機構に た ン ロス 性物質の  4  

（ 大院 合農 1, 岡理工大理工 2, 岡 研 3, 大農 ） 

〇石上 之 1, 2, 2, 田 2, 川野 2, 二 和 , 3  

大 3, 田 2, 石井貴 1   

 
22 --44 ワサビ葉部に含まれる ロタ イルス 性成分の検  4  

（ 大農 1, 大院総合理工 2, ル井 3）〇藤田智之 1 2, 井 2,  

井 1 2, 原 1 2, 本 3  

 

22 --55  生合成における 応経 の分 メカ ムと レ ル に る  

カルボカチオンの安定化の  4  

（山 大院総合 1,  き け 2）〇中野 恵 1, 藤 1 2  

 
22 --  香川 材 出 れる芳香成分 の生理 理 応に す 

影響  

（ 大院農 1, （株） 2  学園大保 医 3, 大農 ）〇 田文 1 3,  

谷和 1 , 中 大 1, 子 1, 藤本 1, 藤田弘 1, 2, 安 朗 2, 

安 直 2, 清 義 1  
  

－ 23 －



 
 

v  

第第2日日目目（（10月月2 日日）） 

 

会会場場（（工工学学 1 棟棟112 ））  

［［ ルル ンン 化化学学］］ 
 

（（ 時時 0分分 かからら）） 座長：  （ ）・  （ ） 

 

22AA --11 テル ン を た メバロン酸経 の 化 イン  

（ 香料工 （株）1, 千葉大院 2, 早 田大院 理工 3, 千葉大院工 ） 

〇 野里由実 1, 2, 石原大 3, 田 美 , 野 2 3  

 
22AA --22 F 合を 用 た ラ ランジテル ンの化学 合成  

（東 大院薬）〇関谷光 , 原章 , 陽平, , 井   

 
22AA --33 精油成分の 細 用の  6  

（東京農大バイオ 1, 大院理工 2）〇朝井 1, 長谷川 夫 2  

 
22AA --44 満 用を たイン シアの ア（ m tia innata） 部 果皮に

特有 テル ン の同定と定  6  

（千葉大園 1, 千葉大 健康 F  2, P 大 物科学 3, 和 大健康栄 ,  

千葉大教 ）〇 井 1, 加川夏子 ,  3, 和 , 野   

 
22AA --55  お の 合成研究 6  

（千葉大院薬）〇山崎 , 奥田 , 本   

 
 

  

1 2

－ 24 －



 
 

v  

（（1 時時 00分分 かからら）） 座長：  （ ）・ （ ） 

 
22 --11 PM FM と機 学 を用いた構造 手 に るレモン果 中 物

質の構造  71 

（日本 子（株））〇 田 , 生 章  

 

22 --22 の オイと の ス ン の検討 7  

（ 岡 1, 東 院 2）〇 井和 1, 井 子 1, 浦上研一 1,  

楠原 2  

 
22 --33 コ タ コ ロ ジ（ ar n s a r sus）由 のシアタン 含有化合物 

 の ・構造 定 7  

（ 大院総合理工・農 1, 大バイオメ カル研 2）〇 田 1, 2, 

壁 文 1 2  

 
22 --44 有機溶媒 に 定化 たカビ胞子を用いた 生物 システム  

（ 工大 ム研 1, 工大バイオ・化学 2）〇 田 , 部理香 2  

 
22 --55 子 応を基 と た の合成研究 6 

（東京大院農生科）〇 田 , 倉由 , 岡 , 川浩   

  

1 2

－ 25 －


